
事業評価に係るバックデータ

参考資料４

事業評価に係るバックデ タ

①一般国道115号 （東北中央自動車道）相馬福島道路（霊山～福島）・・１

②一般国道7号 （日本海沿岸東北自動車道）遊佐象潟道路 ・・・・・７

③一般国道7号 （日本海沿岸東北自動車道）朝日温海道路 ・・・・１３

④一般国道103号 奥入瀬（青橅山）バイパス ・・・・・・・・・・１９

⑤一般国道42号 新宮紀宝道路 ・・・・・・・・・・・・・・・・２５

⑥一般国道168号 五條新宮道路（風屋川津・宇宮原工区） ・・・・３１

⑦一般国道57号 滝室坂道路 ・・・・・・・・・・・・・・・・・３７

⑧一般国道41号 名濃バイパス ・・・・・・・・・・・・・・・・４３

⑨一般国道24号 寺田拡幅 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４９

⑩一般国道42号 湯浅御坊道路 ４車線化 ・・・・・・・・・・・ ５５



①一般国道115号（東北中央自動車道）
相馬福島道路（霊山～福島）相馬福島道路（霊山 福島）
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②一般国道7号
（日本海沿岸東北自動車道）遊佐象潟道路（日本海沿岸東北自動車道）遊佐象潟道路
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③一般国道7号（日本海沿岸東北自動車道）
朝日温海道路朝日温海道路
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④一般国道103号 奥入瀬（青橅山）バイパス
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⑤一般国道42号 新宮紀宝道路⑤
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⑥一般国道168号 五條新宮道路
（風屋川津 宇宮原 区）（風屋川津・宇宮原工区）
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事業名：   一般国道１６８号五條新宮道路(風屋川津・宇宮原工区)

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）　％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない □

考慮する ■

採用した通行止め日数 （ １９ ）　日

過去１０年の実績値より算出

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）　日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □
　（考慮の場合、算出根拠を添付すること）

その他

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

考慮する
場合のみ

採用した通行止め日数の考え方を記載

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響

事業名：   一般国道１６８号五條新宮道路(風屋川津・宇宮原工区)

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の 既存の路線の実績を参考に設定

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

維持管理費

雪寒費

事業費
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⑦一般国道57号 滝室坂道路

37



38



39



40



41



42



⑧一般国道41号 名濃バイパス
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⑨一般国道24号 寺田拡幅
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L=2.1kmL=2.1km
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⑩一般国道42号 湯浅御坊道路
４車線化４車線化
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